
取扱説明書　簡易版
多機能ワイヤードリモコン

品番  CZ-10RT5C

 ●取扱説明書をよくお読みのうえ、正しく安全にお使いください。
 ●本書は多機能ワイヤードリモコンの取扱説明書です。室内ユニットなどに 
付属の取扱説明書とあわせてお読みください。
 ●この取扱説明書は室内ユニットなどに付属の取扱説明書とともに大切に 
保管してください。
 ● お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られるところに必ず保管し
てください。また、お使いになる方が代わる場合は、必ず本書をお渡しください。
 ●この取扱説明書は多機能ワイヤードリモコンを使用した室内ユニットの 
基本的な操作について説明します。詳細な操作につきましては弊社ウェブ 
サイトの取扱説明書（詳細版）をご覧ください。

安全上のご注意　 必ずお守りください

人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。
■  誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を区分して、説明しています。

警告 「死亡や重傷を負うおそれがある内容」です。

注意 「軽傷を負うことや、財産の損害が発生するおそれ
がある内容」です。

■ お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。

してはいけない内容 
（禁止事項）です。

実行しなければならない 
内容（強制事項）です。

警告

必ず守る

据え付けや移動・修理は販売店か専門業者に依頼する
（水漏れや感電・火災の原因）
当社指定のエアコンと接続して使う（水漏れや感電・火災の原因）
異常・故障時には直ちに使用を中止し、配線用しゃ断器（ブレー
カー）を切る（感電や火災の原因）
異常・故障例
 •スイッチを入れても運転しない
 •運転中にこげ臭いにおいがしたり、異常な音がする
 •ブレーカーがたびたび切れる
 •本体が変形したり、異常に熱い

すぐに、販売店へ点検・修理を依頼してください
アプリ利用時は事前に他の人が設定したタイマー予約などを
スマートフォンで確認し、設定状況を十分に把握する
（思わぬ運転や停止により、体調をくずす原因。動植物に悪影響
を及ぼす原因）
心臓ペースメーカーを装着している方は、装着部を本機から
15 cm以上離す
（本機からの電波が機器に影響を及ぼすことがあり、誤動作に
よる事故の原因）

禁止

本機に医療機器や自動制御機器（自動ドア、火災警報器など）を近づけない
（本機からの電波が機器に影響を及ぼすことがあり、誤動作に
よる事故の原因）
体の不自由な方や乳幼児だけが在室する状況でエコナビ機能を使わない
（体調の悪化・健康障害の原因）
動きが小さい状態で長時間経過するとエコナビセンサーが 
不在を判定し、空調機の運転が停止することがあります。
リモコンを分解しない（感電や故障の原因）
水洗いしない（感電・火災の原因）
冷媒が漏れている恐れがあるときは
 • ファンヒーターやストーブ・コンロなどの燃焼器具を使用しない
（冷媒が火気に触れると有毒ガス発生や火災の原因）

部屋の換気を行い、販売店またはサービス会社に点検を依頼してください。

パナソニック株式会社  設備ソリューションズ事業部
〒370-0596　群馬県邑楽郡大泉町坂田1丁目1番1号
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このたびは、多機能ワイヤードリモコンをお買い上げいただき、まことにありがとうございます。
 ●ご使用前に「安全上のご注意」を必ずお読みください。

取扱説明書（詳細版）をダウンロードできます。
QRコードから多機能ワイヤードリモコン（CZ-10RT5C）の 
ページにアクセスします。
https://hvac.panasonic.com/search/link.do?pid=
「品番検索」欄に「CZ-10RT5C」と入力し取扱説明書を 
ダウンロードしてください。

使用上のお願い
 ●警報音が発報したら速やかにお買い上げの販売店またはご相談窓口に連絡
してください。
 ●本機器が警報を発報し、その連絡を受けた管理者は、警報が発報したことを
お買い上げの販売店またはご相談窓口に連絡し、冷媒漏えいの点検・修理を
依頼してください。
 ●本機器の冷媒漏えい警報機能を有効にして設置する場合は、1年に1回以上
の定期点検が必要です。警報機能の設定や点検時期に関する不明点は、速や
かにお買い上げの販売店またはご相談窓口にご連絡ください。
 ●次のような場所に設置しないでください。

 •湿気・油分・振動が多い/直射日光があたる/熱源の近く/結露する（故障
の原因）
 •ノイズが発生する（誤動作の原因）

 ●本機器を覆ったり、すぐ前に物を置いたりしないでください。（冷媒の漏えいを
検知したとき、警報音が聞こえなくなる原因）

【設備施工業者の方、管理者の方へ】
 ●本製品は、冷媒漏えいを検知したことを警報音などでお知らせします。本製
品の設置場所により、空調設備の管理者が冷媒漏えいを把握できない場合に
は、管理者が冷媒漏えいを把握可能なシステムを別途用意してください。管
理者が冷媒漏えいを把握可能なシステムとは、遠隔監視システムまたは使用
者から管理者へ連絡する体制でも構いません。使用者から管理者へ連絡する
体制を採用する場合は、検知警報器の近くに管理者の連絡先を必ず表示など
してください。
 ●冷媒漏えい対策で安全装置（冷媒漏えい検知警報器、安全しゃ断弁、機械換気
装置）を設置している場合、その保守点検/交換方法は対象の据付（電気）工
事説明書または交換手順書をご覧ください。
 ●冷媒漏えい対策で安全装置（冷媒漏えい検知警報器、安全しゃ断弁、機械換気装
置）を設置している場合、異常・故障時や短時間のお手入れ時以外は電源を切ら
ないでください。（電源を切ると機器が作動せず、冷媒漏れが発報できません）
 ●警報音発報の発見者は、ただちに管理者へ連絡することを、周知してください。

著作権など
 ● QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
 ● Bluetooth®のワードマークおよびロゴは、登録商標であり、Bluetooth
SIG, Inc. が所有権を有します。
 ●ソフトウェアについて
本製品は、以下の種類のソフトウェアから構成されています。
（1）  パナソニック株式会社（以下パナソニック）により、またはパナソニック

のために開発されたソフトウェア
（2）第三者が保有しており、パナソニックにライセンスされたソフトウェア
（3）  ソースコード公開が必須とされない条件にてライセンスされたオープ

ンソースソフトウェア
上記（3）に分類されるソフトウェアは、これら単体で有用であることを期待して頒布さ
れますが、「商品性」または「特定の目的についての適合性」についての黙示の保証をし
ないことを含め、  一切の保証はなされません。ソフトウェアの最新ライセンス条件につ
いて確認される場合は、  上記QRコードの取扱説明書（詳細版）でご確認いただけます。
 ●その他、本書に記載されている各種名称、会社名、商品名などは各社の商標ま
たは登録商標です。なお、本文中ではTM、®マークは一部記載していません。

※詳細は弊社ウェブサイトの取扱説明書（詳細版）をご覧ください。

据付（電気）工事説明書　別添付
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注意

禁止

ぬれた手で操作しない
（感電や故障の原因）



各部の名前
各部の名前、トップ画面、メニュー画面の詳細な操作/表示につきましては弊社ウェブサイトの取扱説明書（詳細版）をご覧ください。

トップ画面 メニュー画面

① 液晶画面
② メニューボタン

 •メニュー画面を出します。
③ 戻るボタン

 • 1つ前の画面に戻ります。
④ 運転表示ランプ

 •運転時、点灯します（緑）
 •警報時、点滅します（緑）

⑤ 運転/停止ボタン
 •運転を始めます/止めます。

⑥ 決定ボタン
 •選んだ内容を決定します。

⑦ 十字ボタン
 •項目を選びます。

上

右左

下

① 画面名
② 空調

 •空調機の運転/停止を設定します
③ 機器の状態表示

 •運転中/停止中/警報中（ ）、点検
中（ ）のいずれかが表示されます

④ ジアイーノ
 • ジアイーノの運転/停止を設定します

⑤ 換気
 • 換気の運転/停止を設定します

⑥ 設定
 •接続されている機器を設定する 
メニュー（設定）画面に移動します

⑦ リモコン操作ガイド
 • 現在操作できる内容が表示されます

Bluetooth使用上の注意とお願い
Bluetooth®アプリの詳細な使用方法は弊社ウェブサイトの取扱説明書（詳細版）をご覧ください。

①

②

③

④
⑤
⑥
⑦

■ 他機器からの影響
 ●磁場・静電気・電波障害が発生するところで使用しないでください。 
次の機器の付近などで使用すると、通信が途切れたり、速度が遅くなること
があります。

 •電子レンジ、デジタルコードレス電話機
 •その他2.4 GHz帯の電波を使用する機器の近く 
（ワイヤレスオーディオ機器、ゲーム機など）
 •電波が反射しやすい金属物などの近く

■ 使用周波数帯
本機は2.4 GHz帯の周波数帯を使用しますが、他の無線機器も同じ周波数を
使っていることがあります。他の無線機器との電波干渉を防止するため、下記
事項に留意してご使用ください。
Bluetooth機器使用上の注意事項
この機器の使用周波数帯では、電子レンジなどの産業・科学・医療用機器の 
ほか、工場の製造ラインなどで使用されている移動体識別用の構内無線局 
（免許を要する無線局）および特定小電力無線局（免許を要しない無線局）、 
ならびにアマチュア無線局（免許を要する無線局）が運用されています。
1  この機器を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局および特定小電力
無線局ならびにアマチュア無線局が運用されていないことを確認してください。

2  万一、この機器から移動体識別用の構内無線局に対して有害な電波干渉の 
事例が発生した場合には、すみやかに電波の使用を停止したうえ下記の連絡
先にご連絡いただき、混信回避のための処置などについてご相談ください。

3 その他、この機器から移動体識別用の特定小電力無線局あるいはアマチュア
無線局に対して有害な電波干渉の事例が発生した場合など、何かお困りの 
ことが起きたときは、次の連絡先へお問い合わせください。

連絡先：パナソニック株式会社
商品相談窓口　空調・換気・給湯の相談窓口（裏面）

■ 使用制限
 ●日本国内でのみ使用できます。
 ● Bluetooth標準規格に準じたセキュリティ機能に対応しておりますが、 
使用環境及び設定内容によってはセキュリティが十分でない場合が 
ございます。無線通信時はご注意ください。
 ●無線通信時に発生したデータおよび情報漏えいについて、当社は一切の 
責任を負いかねますのでご了承ください。
 ●放送局などが近くにあり周囲の電波が強すぎると、正常に動作しない 
ことがあります。

■ 機器認定
本機は、電波法に基づく工事設計認証を受けた無線装置を内蔵しているので、
無線局の免許は不要です。ただし、以下の行為は電波法で禁止されています。
 •分解/改造する
 •本機記載の定格銘板を消す（本機に貼ってある証明ラベルをはがす）
■ 使用可能距離
リモコンからの見通し距離10 m以内で使用してください。間に障害物や近くに干渉
機器がある場合や、人が間に入った場合、周囲の環境、建物の構造によって使用可能距
離は短くなります。上記の距離を保証するものではありませんのでご了承ください。
■ Bluetooth®仕様
バージョン：Bluetooth 4.2（Bluetooth Low Energy）
接続周波数：2.4 GHz帯 変調方式がその他の方式

2.4 GHz帯
を使用

電波与干渉距離
80 m以下

2.4 GHz帯の帯域を使用し、かつ移動体識別装置
の帯域を回避不可であることを意味する

⑧
⑨

①
②

③
④

⑩

⑪ ⑫

⑤

⑬

⑥

⑭

⑦

① リモコン名称
② 設定情報アイコン

 •設定状況によりアイコンの数と表示
位置は変わります。
 •トップ画面では、一部の設定状態し
か表示されません。
 •アイコンの情報は、インフォメー
ション画面で確認できます。

③ 除霜中
 • 暖房運転を一時的に止めて霜を融かす
霜取り運転を行うときに表示されます。

④ 暖房準備中：室内ユニットがすぐに
温風を吹き出せないとき
運転準備中：室内ユニットがすぐに冷
風・温風を吹き出せないとき（ガスヒート
ポンプエアコン使用時のみ）

 • ガスヒートポンプエアコン使用時は、エア
コンの状態により暖房準備中/運転準備中
のいずれかが表示されることがあります。

⑤ 操作ロック設定中
⑥ 集中管理中

 • 集中制御機器からリモコン操作を制限中。
⑦ ナノイーX設定中
⑧ Bluetooth®無線接続中
⑨ エコナビ設定中

 • エコナビパネル/エコナビセンサーを
取付時にのみエコナビ設定が可能です。

⑩ 空気質情報
 •室温、湿度またはCO2の空気質情報
を表示します。

※空気質情報の表示設定の操作/画面に
ついては弊社ウェブサイトの取扱説明書
（詳細版）をご覧ください。

⑪ 運転モード
⑫ 設定温度
⑬ 風速
⑭ 風向

 •上記の画面は標準モードにおけるトップ画面です。トップ画面は、簡易、 
標準、詳細の3つのモードから選べます。

2 を押して設定したい機器または設定を選び 決定 を押す
 •運転操作画面または設定画面に移動します。
 •各機器を選択中に、 を押したときは、機器の運転/停止を切り替えます。 
設定を選択しているときは空調機の運転/停止を行います。2

※接続されていない機器は表示されません。

⑤

⑥

①

②
③

④

⑦

■ 空調機のみの接続の場合
各機器を設定するためのメニュー（設定）画面です。
1 トップ画面から メニュー を押す

 •メニュー（設定）画面に移動します。
2   を押して設定したい項目を選び

決定 を押す
■ 空調機とジアイーノまたは換気機器、もしくは両方接続されている場合

各機器の運転/停止操作と、機器を設定するためのメニュー（操作・設定）画面です。
1 トップ画面から メニュー を押す

 •メニュー（操作・設定）画面に移動します。



設定温度を変えるとき

運転モードを変えるとき

風速を変えるとき

風向を変えるとき

基本の使いかた
 ●設定できない運転モードは表示されません。
 ●停電の後、通電後に を押すと、停電前の内容で運転を再開します。
 ●しばらくするとバックライトが消えます。（節電のため）何かのボタンを押すとバックライトが点灯します。
 ●風向を変えられない機種では、風向が表示されません。
 ●リモコンのスイング・風向の表示は、フラップの動きと同調していません。
 ●風速や冷房・ドライ時の風向が 3段階の室内ユニットを親ユニット、4方向天井カセット形を子ユニットにしてグループ制御を行うと、 
設定できる風速および冷房・ドライ時の風向は3段階になります。
 ●冷暖自動は室温を一定に保つ機能ではありません。冷房/暖房の切り替えで吹出温度が大きく変化する場合があります。

1 運転を始める
を押す

（運転表示ランプ点灯）

 •警報/点検が発生している際に  または 
決定  を押すとインフォメーション画面 
よりも先に警報/点検の画面へ移動します。
 •表示する情報がないときは、「設定情報なし」 
が表示されます。

2 設定する項目を選ぶ
   または

決定 を押す

● 最初に運転モードを選択したい 
場合は、  を2回押してください。

インフォメーション画面
下記の情報を表示します
 •現在設定しているアイコン
 •アイコンの説明

（アイコンの説明例）

    を押してアイコン
を選択する

・冷房、ドライ：18 ℃～30 ℃
・暖房：16 ℃～30 ℃
・冷暖自動：17 ℃～27 ℃

● 冷暖自動： 
設定温度と室温の差を 
感知し、自動で冷房/暖房
を切り替えます。 
運転モードにカーソルが
ないときは「自動」と表示
されます。

● 機種によって選択 
可能な風速が異なる 
場合があります。 
（どちらかの表示に 
なります。）

● （自動）：送風時
は選べません。

● ：スイング、 ：スイング停止
● スイング中に か を押すと、
お好みの位置でフラップを止めら
れます。

●  スイング停止中に か を 
押すと、所定の位置にフラップが 
設定されます。

● 機種によって、仕様が異なる場合が
あります。 
（冷房・ドライ時、冷暖自動の冷房
時の風向設定が3段階）

  で対象の機器を選ぶ
● 接続されていない機器は、表示され
ません。

 を押す を押す

 を押す を押す

 •   で設定温度を
選ぶ（0.5 ℃単位）

 •   で 
運転モードを選ぶ

 •   で 
風速を選ぶ

 •   で 
風向を選ぶ

決定 を押す

 を押す 戻る を押す

 を押す を押す

■止めるとき
　 を押す

　（運転表示ランプ消灯）

暖房

ドライ

冷房

送風

冷暖自動

3

戻る を3回押してトップ画面に戻る

（空調機を選択した例）

 または 決定 を押して空調機の 
アイコン情報にカーソルを移動させる

※ 風向を変えられない機種では、 
風向が表示されません。



取扱説明書

リモコン設定

仕様
品番 CZ-10RT5C

外形寸法 （高さ）120 mm ×（幅）120 mm ×
（奥行き）19.5 mm

質量 190 g
使用温度・湿度範囲 0 ℃～ 40 ℃・20 ％～ 80 ％（屋内設置専用）
電源 DC16 V（室内ユニットより供給）

リモコン配線の 
接続可能台数 
（室内ユニット）

８台まで（グループ制御時。熱交換気ユニット、 
天井埋込形ジアイーノ、天吊カセット形ジアイーノ
の台数を含む）
※ジアイーノはリモコン配線に1台のみ接続可能

Bluetoothバージョン 4.2以降

時計
精度 ±30秒/月（常温25 ℃）

※定期的に合わせてください
停電時の 
動作時間

72時間（満充電時）
※満充電に約24時間かかります

1 リモコン設定画面に切り替える
 •トップ画面からメニューを押す
 •   で「リモコン設定」を 
選び、決定 を押す

表示モード

ご相談窓口　　機器に関する使い方・お手入れなどのご相談・お問い合わせは…

2 リモコン設定から 
「表示モード」を選ぶ

 •   で選び、決定 を 
押す

2 リモコン設定から 
「取扱説明書」を選ぶ

 •   で選び、決定 を押す

3 QRコードを読み取る
 • QRコードを読み取れる端末で画面 
に表示されているQRコードを読み 
取ってください。取扱説明書（詳細版）
がダウンロードできます。

3 表示モードを設定する
 •   で選び、決定 を 
押す
 •簡易、標準（出荷時設定）、 
詳細の中から選んでください。

4

※ 空調機のみ接続の場合、メニュー（操作・設定）画面が表示されません。

故障かな？
メッセージ 説明
「警報」が表示される 異常が発生したときに表示されます。

 または 決定  を押して警報画面で「警報コード」
「品番」を確認し、サービスまたはお買い上げの販
売店にご連絡ください。
（品番が表示されない機種があります。）
警報表示が「E04」「E06」「P10」「P20」「H06」のいずれ
かの場合は、一度運転を停止し、約1分後に再運転して
ください。また、警報表示が「P08」の場合は、冷媒が漏れ
ているおそれがありますので、部屋の換気を行い、火気
は使用せず、配線用しゃ断器（ブレーカー）を切らずに
サービスまたはお買い上げの販売店にご連絡ください。
→ 警報表示が再表示されなければ、そのまま使えます。
上記を行っても警報表示が再表示されるときや、上記
以外の警報表示（「E/H/L/P」いずれかの文字と数字の
組み合わせ）が表示されたときは、運転を停止してから
配線用しゃ断器（ブレーカー）を切り、サービスまたは
お買い上げの販売店にご連絡ください。

「点検」が表示される 点検が必要なときに表示されます。
 または 決定  を押して点検画面で点検情報を 

確認し、サービスまたはお買い上げの販売店に 
ご連絡ください。
点検情報によっては、一部の機能が動作しない 
可能性があります。

1-1  メニュー（操作・設定）画面 
からメニュー（設定）画面に
切り替える
 •トップ画面からメニューを押す
 •   で「設定」を選び、
決定 を押す

1-2  リモコン設定画面に 
切り替える
 •   で「リモコン設定」
を選び、決定 を押す

空調機とジアイーノまたは換気機器、もしくは両方接続されている場合

トップ画面の表示モードを設定します。取扱説明書（詳細版）をダウンロードするためのQRコードを表示します。

項目総数
選択している項目番号


